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「県内優良施設見学研修会」に参加して

㈱ジャパン・スリーブ 島田プロダクションセンター

本年度の「県内優良施設見学研修会」は会
員・事務局16名が参加し、2社の見学をさ
せていただきました。

■㈱ジャパン・スリーブ
　島田プロダクションセンター
1. 会社概要

㈱ジャパン・スリーブは国内外のCDや
DVDパッケージの製造、加工、販売を手掛
けられている会社です。掲げられている理念
その1「私たちは、新しい価値を創造し続け
ます」として、これまでにない製品やサービス
を世の中に送り出されています。その一例が
いち早く日本の音楽市場でCDパッケージの
新しい流れを作った「デジパック」ですが、そ
の他にも多くのライセンス商品や自社独自の
製品を開発され、いずれもご好評を得ておら
れます。
さらに理念その2として「私たちは、自己の

可能性に挑戦し続けます」として、自己の能
力に自ら限界を設けず可能性に挑戦すること
で技量を磨きスキルアップを図ることを実践
されています。

2. 環境（CSR）への取組み
理念その3としてあげられていることは「私

たちは、企業の社会的責任を全うします」と
いうコミットメントです。ISO14001の認証を

取得し、材料のグリーン調達、生産の効率化
による原材料の削減に努力されています。 そ
の他にも、 ①循環型社会の構築として、5R（リ
デュース、リユース、リサイクル、リフューズ、
リペア）の推進や有害物質の管理体制構築と
削減　②地域密着型工場として、地域のイベ
ント広場として開放、工場見学招請、工場周
辺の通学路へのグリーンベルトの設置、1社
1村静岡運動で草刈り・ゴミ拾い・さくら植樹
に参加　③国際貢献として、タイの子供たち
への教育支援、地元ボランティア活動などを
実施されています。

3. 感想
玄関の二重扉を抜けロビーに入り、目の前

の「静岡市環境保全推進協力会様」の液晶画
面で出迎えを受けました。その瞬間に感じた

「お客様Firstで各所にゆき届いた工場」の印

象は見学全体を通しても変わりませんでした。 製品
品質やセキュリティーに関して、お客様のQCDに対
する要望・要求をしっかり把握して、それらに確実
にしかもスピーディーに対策を打ち、対応されてい
ること、また環境保全に関しても全社をあげて力を
入れて活動されていることがよくわかりました。

■㈱アイエイアイ（IAI） 本社工場
1. 会社概要

㈱アイエイアイは小型産業用ロボットのリーディン
グカンパニーとしてお客様の要望を反映し、国内外
でトップシェアの単軸・直行ロボットをはじめ、革新
的な製品を市場に送り出されています。その原動力
は、変わり続けるという確固たる信念。今回の工場
見学でも随所にその意図が反映されている場所を
見学させて頂きました。
ロボット（アクチュエータ）に求められる仕様は多

種多様です。ストローク、剛性、サイズ、速度、可
搬質量、精度など、お客様の用途や使用環境によっ
てさまざまなスペックが求められます。このような
ニーズに対し、豊富な製品ラインナップを正確に効
率的に生産するために、工程流れ方向、作業手順
のダウンロード、ポカ除け（ネジ締め、部品選択）、
各工程でのOK判定、トレーサビリティ確保、作業
完了の発信（音）など驚くほど様々な工夫をされて
いることをわかりやすく説明頂きました。

2. 環境（CSR）への取組み
エコアクション21を取得され、全社で環境に取

り組んでおられます。具体的には
・省エネ性能に優れている「ロボシリンダ」によるお
客様工場のCO2排出量削減の提案

・本社、尾羽工場の想定外使用量による水漏れ等
を早期発見し無駄な水の使用を削減。

・エコマーク対象商品購入を推進し89%の実績。

・富士宮工場に隣接する社有森（杉、ひのき林）で
は、4.6hrの皆伐と定性間伐を行い、潜在自然植
生を利用した自然豊かな森作りを継続。

・照明・プリンタのこまめな消灯や、蛍光灯をLED
に交換したことにより電気使用量従来比67%削減。

・雑紙分別の周知により一般ゴミの排出量を削減。
・興津川クリーン作戦に参加

3. 感想
高い技術をもって、お客様が期待される以上の

製品とサービスに取り組むのみならず、環境負荷の
少ない製品の開発にも力を入れられていること、ま
たその生産でも様々な工夫をされていることがよく
わかりました。また、工程見学で各工程の方々から
我々見学者に対して必ずあいさつを頂いたこと、ま
た、作業区域・立ち入り禁止場所も明確で安全も十
分に考えられていることなど、製品だけでなく「人」
に対する配慮や教育も素晴らしいと感じました。

おわりに
優良施設見学研修会開催にあたって、静岡市環

境保全推進協力会事務局のご尽力に心から感謝致
します。この見学会を是非継続して頂き、相互に議
論し良い点を取り入れていくことで、環境に対する
意識アップや環境保全活動の更なるレベルアップが
期待できると思います。

㈱巴川製紙所 居潟俊明
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Tuesday,  February  18 ,  2020

環境を守るとは ?
～自然界と人間活動の共生に向けて～

ふじのくに地球環境史ミュージアム教授の山田和
芳氏をお招きし、「環境守るとは?　～自然界と人間
活動の共生に向けて～」を演題としたお話を伺いま
した。

山田氏は東京都立大学（現在の首都大学東京）に
入学し、大学院博士課程まで約10年間にわたり自
然地理学を学びます。化学実験や生物観察より地図
を眺めること、地層を見ることが好きなため、地理
学の道を選択しました。現在は研究の傍ら博物館活
動を通じて、未来を豊かに生きるための新しいライ
フスタイルの普及に努めています。

環境の中での進化を見ると、人間は今迄自然を
変えていくことで安定した暮らしを手に入れてきまし
たが、産業革命等で暮らしが良くなっていく反面、
自然環境が悪くなってきました。

特に人間の活動が爆発した20世紀には100年の
間でGDPが15倍、世界人口は4倍、工業生産は
50倍、エネルギー消費量は14倍となり、20世紀
の100年間で消費されたエネルギー量はそれ以前
の総消費量よりも多く、それが環境汚染、自然破壊
につながっています。

過去から人間は地球環境に翻弄されており、中世
温暖期、小氷期などの時代もあり、火山の大噴火等
での寒波や異常低温でもたくさんの命が奪われてい
ます。

地球温暖化は1850年ごろから始まっていますが、

問題なのはその変化のスピー
ド。急激な変化があるとその変
化に対応しきれません。このま
ま、CO2が排出されると2090
年で2.6～4.8℃気温が上昇し
ます。すると高温のため作物が
できなくなってしまいます。現
に温州ミカン、サクランボ等が
できる地域は北上しています。“佐藤錦”は山形県で
の栽培が有名でしたが、今は北海道での栽培が盛
んになり、数年後には山形県の生産高を上回ると予
想されています。また、皆さんの記憶にも新しいと
ころでは、昨年の台風15、19号は海水温が下がら
ないために勢力が弱まらず甚大な被害を及ぼしまし
た。
このように環境の変化は、人間にとって様々なリ

スクがあり、このままでは2030年ごろ、それらのリ
スクが限界に達するといわれています。

そして今また、第8の重大なリスクが問題となっ
ています。それが皆さんもご存じのマイクロプラス
チックです。コアのプラスチックがマイクロ化、ナノ
化して海中や空気中に漂っています。海洋生物がマ
イクロプラスチックを餌と間違えて食べてしまうと言
われていますが、人間も空気中に漂っているナノ化
したプラスチックを1週間でクレジットカード1枚分
も食べていることになるそうです。

今回の講話では、人間の進化と環境変化の関わ
り合い等を、色々な事例を挙げてお話しいただきま
した。

環境活動をするにあたり、子どもたちにただ「ゴミ
を拾おう」と言ってもダメ。具体的な数値を示してあ
げると活動がしやすくなります。例えばペットボトル
を1日に4本拾うと、静岡県と同じくらいの海がキレ
イにできると。

山田教授は一番伝えたかったこととして、「環境を
守ることが幸せになること。環境のヒーロー、ヒロイ
ンになろう。日本にしかない風景を残そう、日本固
有の自然と文化を守るために」と、話されました。

理研軽金属工業㈱　佐藤正明
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生物の中継地点となる“よりみち緑地” サンサンフェスタ
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